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価値創造産業の
トップマネジメントへの路、
経営デザイン専攻。
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近年、欧米を含めた各国は、製品・サービス提供のための革

新的『モノづくり』技術こそが国の競争力の基盤であるとし

て、改めてその強化に取り組み始めています。これまで日本

企業が培ってきたモノづくり技術の重要性が改めて認識され

たと同時に、そのさらなる強化が求められているといえます。

日本企業数百社を対象として毎年行われている「当面する経営

課題に関する調査（日本能率協会）」の結果からも、「グローバ

ル化の進展や社会的責任が増す中で、有効な研究・開発を行

い、新製品・新サービスを着実に産み出すこと。さらに、商

品化・事業化を成功させ、生産・供給のバリューネットワー

クが効率的に機能するように、柔軟にマネジメントシステム

を構築・運営すること」が求められており、そのための事業

創造・改革を推進できる構想力・構築力を有した人材の育成

が必要とされていることが分かります。

このように、モノづくり技術に基礎をおいた価値創造事業マ

ネジメントを担うことのできる技術者を養成する、実践的な

教育の必要性は増すばかりです。

本学では、1935年に工業経営分科を設立し、それを引き継い

だ経営システム工学科・専攻が、我が国における経営管理技

術の学術的発展・人材育成の一翼を、長年にわたって担って

きました。本専攻は、これを基礎にして、さらに上記の今日

的経営課題に取り組むための価値創造事業マネジメント技術

について、一般学生はもちろん社会人も対象として実践的な

教育・研究を行うために設立されたものです。

創造理工学研究科経営デザイン専攻、それは価値創造産業の

トップマネジメントに通じる新しい路です。

ミッション＆ヴィジョン
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株式会社デンソー　代表取締役副社長

山崎 康彦

経 営トップ か らのメッセー ジ

Message

産業界は、リーダを待っている。

イノベーションを牽引する
総合力と実践力を

グローバルでのボーダーレスな戦いが繰り広げられる中、ビジネス

界の変化のスピードは驚くほど加速されています。多様な変化の

中での即断即決が生死を分ける、厳しくもあり、そして新しいド

ラマも生まれる時代です。その変化の中で、いち早く兆しを捉え、 

イノベーションを起こしたものがデファクトをつかみ、世界をリー

ドすることができます。そのためには、総合的な視野、物事の本

質を見抜く力、それを支える科学力がますます重要になってきて

おり、経営デザイン専攻の理念は、まさにそれらを鍛えていく実

践的かつ総合的な力を高めるものだと思います。これからも世界

に変化をもたらす人材が輩出されていくことを期待しています。

Department of Business Design and Management
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　元  第一三共株式会社　取締役専務執行役員

荻田　健

ファーストリテイリング　グループ上席執行役員
コントワー・デ・コトニエ　グローバルCEO
プリンセスタムタム　グローバルCEO

國井 圭浩

早稲田大学を卒業して約40年間、主に研究開発部門を歩いてきま

した。その間、ITなどのインフラの整備やグローバル化が急速に

進み、我々ができることは桁違いに大きくなりました。

これからの時代、総合力が問われます。学生時代に固有技術に加

え、事業企画・技術の応用／商品化・経営手法などに触れておく

ことの重要性を今さらのように感じます。経営デザイン専攻の理

念・教育内容は社会の要求に合致し、かつ必要欠くべからざるも

のと確信します。

使用

使用

使用

使用

使用

販売

販売

販売

※EoL: End of Life

流通製造調達
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サプライヤ
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サプライヤ

サプライヤ

EoL処理

生産技術・管理

生産・供給を中心とした
事業オペレーション改革のための

計画・運用技術

研究・開発成果の商品化・事業化の
　マネジメント技術

顧客研究研究・開発

事業企画

設計

商品企画
顧客開発

製造準備

試作・評価
販売戦略

世界No.1のアパレルSPA（製造小売）を目指し、ユニクロを中心 
としたSPA事業のグローバル戦略を推進しています。
グローバル市場を勝ち抜くには、店舗開発、マーチャンダイジン
グ、デザイン、商品開発、マーケティング、生産、ロジスティク
ス、物流、販売が、高度に連動することが要求され、最先端のマ
ネジメント技術が不可欠です。
経営デザイン専攻は、有力企業とのプロジェクト等を通じて、現
存する経営課題の解決を実践されています。即戦力として通用す
るマネジメント力を身に付けた人材が、ここから世界へと大きく
羽ばたくことを期待しています。

グローバル市場が求める
最先端のマネジメント技術を

事業企画に問われるのは
総合力だ

Department of Business Design and Management
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大学院プログラムの特徴と教育対象者

経営デザイン専攻の教育プログラムは、「研究・開発成果の商品化・

事業化のマネジメント技術」と「生産・供給を中心とした事業オペ

レーション改革のための計画・運用技術」からなる、「モノづくり技

術に基礎をおいた価値創造事業マネジメント」の実践的教育・研究を、

以下の人を対象に行っています。

	□学部で経営工学の基礎を学び、事業経営技術の専門家を目指す学生。

	□学部で固有技術を学び、将来、技術系企業において、製品開発や
生産・供給などを担う技術者を目指す学生。

	□実務の場で、商品化・事業化、あるいは事業オペレーションシス
テムの計画・運営などに関わっている社会人。

理論系に強みのある学術分野でキャリアアップした教員に、企業経

験者で実務経験豊富な教員が加わったチームによる教育・研究指導

体制を構成し、価値創造事業マネジメントについて、PBL（Project 

Based Learning）形式を中心に据えたカリキュラムのもとで、以下

の目的を持って実践的な教育・研究を行っています。

	□事業創造・事業改革に焦点をあてたカリキュラムによる、専門知
識・技能の向上。

	□演習・ケースに重点を置いた、問題発見・課題解決能力の向上。

	□ビジネスを疑似体験する研究課題による、実践力の養成。

	□グループワーク課題による、チームマネジメントとリーダーシップ 
の涵養。

本専攻の修士修了者（一般学生）の進路としては、製造業、流通・運

輸産業、健康・医療産業、コンサルティング機関などです。

練り上げた教育システムで、
次代のリーダを育てていく。

授 与 学 位

修士課程での到達目標

博士後期課程での到達目標

経営工学を学んだ学生

固有技術を学んだ学生

社会人

事業経営に必要な
マネジメント技術力の修得

経営センスのあるテクノロジストに必要な
マネジメント基礎力の修得

技術ベースの事業経営リーダーとしての
マネジメント総合力の修得

革新的な経営技術の研究開発を行うことのできる
事業経営技術のスペシャリストとしての能力の修得

修士（経営工学）
博士（経営工学）
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研究・開発成果の商品化・事業化のマネジメント技術

❶	マーケット・顧客開発領域

マーケットの分析、顧客ニーズの把握や開発などのニーズ指向の事業

化マネジメント技術だけでなく、技術ベースの事業化マネジメント技

術、さらに、今後の技術動向の把握・検討に基づく共同開発、ライセ

ンス利用等の技術アライアンスマネジメントなどの技術を学びます。

❷	製品・サービス企画・開発領域

価値創造企業にとって利益の源泉となる、顧客価値の高い製品とサー

ビスを融合した商品開発プロセスのマネジメント力を身に付けるため、

製品・サービスの企画・開発プロセスマネジメント、利用品質設計、

価値・コスト設計、知財マネジメントなどの技術を学びます。

生産・供給を中心とした
事業オペレーション改革のための計画・運用技術

❸	SCM・ロジスティクスマネジメント領域

グローバルに展開する企業が、どこで何を調達して、どこで作り、ど

こで販売するかを計画するバリューネットワーク計画、およびそのロ

ジスティクスシステムのデザインとマネジメント技術などを学びます。

❹	生産マネジメント領域

調達・製造・流通・販売などから構成される生産プロセスの革新のため 

の、スケジューリング、発注・在庫マネジメント、ファシリティプラ

ンニング、および環境調和型生産マネジメントなどの技術を学びます。

事業経営

❺	事業経営領域

価値創造事業の経営に必要な基礎知識を、品質、ファイナンス・投資、

知財、リスクなどの観点から学びます。

２種類の修士課程履修プログラム

履修領域の構成

経営デザイン専攻では、より実践的な知識・能力を習得することを目

指して、充実した演習科目を数多く設置しています。

本専攻では、2年間での履修を原則とする一般履修プログラムと、実

務経験5年以上の社会人を対象にして、1.5年間での修了を可能とす

る社会人特別履修プログラムの2種類の履修プログラムがあります。

社会人特別履修プログラムでは、実務家向きの修士論文テーマ、実務

経験に基づく研究指導演習での学習量の軽減など、社会人の勉学を容

易にするための工夫をしております。

経営デザイン専攻のカリキュラムは、４つの専門領域と事業経営領域

の科目から構成されています。専門領域は、モノづくり技術の基本を

「研究・開発成果の商品化・事業化のマネジメント技術」と「生産・

供給を中心とした事業オペレーション改革のための計画・運用技術」

に大別し、それぞれをさらに２領域に分類したものです。
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２種類の修士課程履修プログラム

一般履修プログラム 社会人特別履修プログラム

●社会人（実務経験5年以上）

●1.5年間

●30単位

●一般学生

●2年間

●30単位

成果・仕組みの構想力・構築力の涵養

事業経営
❺

◎履修領域の構成

マーケット・顧客
開発

製品・サービス
企画・開発

SCM・ロジスティクス
マネジメント

生産マネジメント
（調達・製造・販売）

❶

❸

❷

❹

教育システムと履修領域
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経営デザイン専攻における科目の構成は、問題発見・解決の実践能力

の向上を目指した「演習科目」と事業マネジメントに関する専門知

識・技能の向上を目指した「講義科目」に大別されます。

演習科目
□プロジェクト研究演習

専門領域に対応して設定された経営課題に対してグループワークを 

行う研究課題演習。

□研究指導演習

修士論文研究のために研究室で研究指導を受ける研究演習。

講義科目
□ケース科目

◎技術系経営幹部講話

技術系のバックグラウンドを有した経営幹部が、自身のキャリアアッ

プの跡をたどりながら、それぞれのレベルでの目標の立て方、課題へ

の取り組み方などを教授する科目。

◎経営課題対応事例研究

技術系経営幹部が、経営課題に取り組んだ具体的な事例を、一定の

フォーマットに従って整理して教授する科目。

プロジェクト研究演習
プロジェクト研究演習は事業経営のマネジメント場面を疑似体験し、

設定した課題に理論・手法を適用することで実践力をつけることをね

らいとしたPBL型の演習科目です。

演習科目ごとに設けられた研究課題に対し、4～5名の学生グループ

が授業時間外も含めて調査・分析、計画・設計などの研究作業を行い、

授業時間中に研究作業経過報告や結果を発表・討議します。

演習とケース科目で、
実践的な事業経営力を身に付ける。

演習科目1

研究指導演習
主として修士論文研究のために、以下の研究指導を行います。

	◎修士論文作成過程（テーマ決定から論文執筆・発表）における指導。

	◎研究室の専門分野の知識・スキル習得の指導。

	◎研究室での学習指導。

	◎研究室外の教員や学生との合同ゼミ

修士論文研究では、自分のテーマに応じた研究作業を行うとともに、

研究室ごとのゼミに加えて全研究室が参加する経営デザイン演習での

発表・討議を行います。さらに、中間発表、研究計画書の提出、論文

概要および本論の提出、審査会での発表を行う必要があります。

イノベーション創出思考法
思考展開法を用いて、隠れたニーズを発見し、実現性の高い企画案へ

と発展させる発想・企画力を養います。講義と演習を組み合わせたア

クティブな授業を通じて、自ら考え続ける力を鍛えます。

ビジネスアイディア創出法
ワークショップを通じて、人の発想プロセスと生成AIを組み合わせ

ながら、新しい製品・サービスやビジネスのアイディアを生み出す力

を身につけます。

）

ケース科目

専門領域
科目

講義科目

研
究
指
導
演
習
科
目

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
演
習
科
目
・
そ
の
他
演
習
科
目

事業経営

マーケット・顧客開発

製品・サービス企画・開発

SCM・ロジスティクスマネジメント

生産マネジメント

経営課題

報告書

発
表
・
討
議

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

背景・動向調査

調査結果に基づく課題の具体化

解決策を見出すための手法、事例などの調査

解析作業／設計作業

考察とレポート作成

解決すべき経営課題の提示と理解

背景・動向調査報告

具体的な研究課題の発表と討議

研究方針の発表と討議

中間報告（結果のまとめ）と討議

総合発表と評価

□理論科目

マーケット・顧客開発、製品・サービス企画・開発、SCM・ロジス

ティクスマネジメント、生産マネジメントおよび事業経営の５領域の

科目。

※PBL: Project Based Learning

科目の構成
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講義科目は、ケース科目（2科目）、理論科目（27科目）から構

成されます。一部の科目を除き1単位科目で、100分の授業を7週 

行います。

講義科目2

科目と教育方法

ケース科目 技術系経営幹部講話 経営課題対応事例研究

マーケット・
顧客開発

Customer Relationship Management and 
Customer Experience Design

製品・サービス
企画・開発

製品開発マネジメント概論

商品・ビジネス企画設計

データサイエンスとマネジメント 利用品質設計

技術アライアンスマネジメント 価値・コストエンジニアリング

先端技術産業分析 社会システム・サービスマネジメント

SCM・
ロジスティクス
マネジメント

グローバル・サプライチェーン・マネジメント

生産
マネジメント

生産システム工学

サプライチェーン戦略 ファシリティプランニング

サプライチェーンのシステムと技術 品質マネジメントシステム

サプライチェーン・サービス設計 環境調和型生産システム

サプライチェーン変革

事業経営

企業経営論 組織行動論

経営品質マネジメント 経営計画分析技法

ファイナンス・投資戦略論 イノベーション・デザイン

技術経営論 価値創造戦略論

会計・経済性工学

◎経営デザイン専攻 講義科目一覧



◎研究指導／システム工学・サービス工学研究
持続可能なサービス・生産システム設計においては、短・中・長期視点と、
俯瞰的な多視点から社会・環境の変化、技術進歩、人の気持ちや状態・価
値感など、環境変動と多様性を考慮したシステムデザイン・マネジメント
が不可欠である。サービス現場や工場の製造フロア、バリューチェーンな
ど広義のサービス生産システムを対象に、生産性向上と付加価値創出のビ
ジネス・社会システムデザイン研究を行う。

◎担当授業科目
プロジェクト研究演習

理工学術院　教授
働きがいや満足を考慮した人の情報を起点とした生産シ
ステム設計、持続可能なビジネス・社会システムデザイ
ン、食・地域資源を活用した価値共創、一般民間人の
ための快適ECLSS（有人宇宙滞在技術）などの研究に従
事。応用研究から社会実装プロジェクトにも多数参画し
ている。
慶應義塾大学環境情報学部卒、慶應義塾大学大学院シ
ステムデザイン・マネジメント研究科前期・後期博士課
程修了(‘12)、博士（システムエンジニアリング学）。

野中 朋美　教授
NONAKA  Tomomi
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創造理工学研究科
経営デザイン専攻

Faculty Members

◎研究指導／生産・サプライチェーンマネジメント研究
生産およびサプライチェーンマネジメントに関する研究を行う。「戦略レ
ベルの意思決定」としてロジスティクスネットワーク設計・施設レイアウ
ト設計、「戦術レベルの意思決定」として安全在庫配置・キャパシティ配分、

「実行レベルの意思決定」として配送計画・発注方策・スケジューリングを
対象とし、これらの問題に対して数理計画・最適化を中心に研究を行う。

◎担当授業科目
プロジェクト研究演習、
サプライチェーン戦略　他

大森 峻一　教授  
OHMORI  Shunichi

理工学術院　教授
IE（Industrial Engineering）、OR（Operations Re-
search）の研究、それを活かした形の施設計画、ロジス
ティクス、サプライチェーンマネジメント、サービス工学
の研究に従事。企業における生産性改善プロジェクト、ロ
ジスティクスネットワーク設計プロジェクト等に多数、ま
た海外の企業・大学との共同研究・国際交流プロジェク
ト運営にも多数参画。
早稲田大学理工学部経営システム工学科卒（’07）、同修
士（’09）、博士課程修了、博士（工学）（’13:早稲田大学）。

Department of Business Design and Management



◎研究指導／品質マネジメント研究
品質が良いとは、「要求との合致」であり、製品、サービスはもちろん、デー
タ、文書等、人間の活動により得られる産物にはすべて品質の良し悪しが
考えられる。本研究では、これらの産物の品質を高めるために有効な技法、
概念の開発、改良を目指す。

◎担当授業科目
プロジェクト研究演習、
経営品質マネジメント、
品質マネジメントシステム　他

理工学術院　教授
学生時代からから現在まで、品質マネジメントの研究、教
育に従事。企業との共同研究も多数実践。99年からは、
医療の品質マネジメントにも取り組み始め、医療安全、医
療QMSについて、病院との共同研究を進めている。感
性工学にも取り組み、企業と新製品開発を実践している。
専門は、品質マネジメント全般。対外活動として、デミ
ング賞審査員、ISO9000シリーズ規格を作成するISO/
TC176の日本代表エキスパートなどを務めている。
東京大学工学部反応化学科卒業(’82)、同修士、博士課
程修了、工学博士(’87:東京大学)。

棟近 雅彦　教授
MUNECHIKA  Masahiko
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理工学術院　教授
企業の経営者としての経験を活かし、アカウンティング・
インフォマティックス(Accounting Informatics) の研
究に携わっている。企業価値評価、管理会計、収益/原
価管理、経営分析、テキストマイニング、機械学習、実
証研究、実験研究など多岐にわたる研究領域・手法を
扱う。監査法人との共同研究では、不正会計検出モデル
の開発など社会的要請が強いテーマも扱っている。
大阪大学大学院基礎工学研究科博士後期課程修了、博
士(工学)(’04:大阪大学)。

◎研究指導／会計情報学研究
企業経営において、工学と社会科学の融合、例えば統計と会計の知見を通
じたデータ分析や問題解決の能力は欠かせない。企業の経営資源の中でも

“カネ”を対象として、特に会計情報に関する研究を理論と実務の視点から
行う。財務数値にとどまらず非財務情報を含む会計情報を対象とし、また、

“カネ”だけではなく“人”にも焦点を当て、経営における双方の重要性と
関連性を探る。

◎担当授業科目
会計・経済性工学　他

平井 裕久　教授
HIRAI  Hirohisa

理工学術院　教授
設計工学やシステム工学の視点から、製品とそのライフ
サイクルを総合的に設計し運用していくための方法論や
計算機支援システムの研究に取り組んでいる。これまで
多くの企業と製品開発プロセスや生産システムの改善に
向けた共同研究を実施しており、現在は持続可能な開発
目標（SDGs）の達成に向けた産業政策立案のための国際
共同プロジェクトなどに参画している。
東京大学工学部精密機械工学科卒、同修士、博士課程
修了（’06）、博士（工学）。

◎研究指導／ライフサイクルエンジニアリング研究
持続可能な社会にふさわしい製品やサービスを幅広く検討するとともに、そ
のような新しい人工物を設計しライフサイクルを通じて運用していくため
の方法論について研究する。サイバーフィジカルシステムに基づくライフ
サイクルマネジメント方法論、環境調和型製品設計のためのCAD、シェア
リングサービスのシミュレーションなど、デジタル技術を活用した次世代
型の設計生産システムの開発を目指す。

◎担当授業科目
プロジェクト研究演習、
環境調和型生産システム

福重 真一　教授
FUKUSHIGE  Shinichi



三原 康司　教授  
MIHARA  Koji

理工学術院　教授
修士課程修了後、ソニー（株）に入社。20年間に亘り
IT、PC関連の企画管理、工場オペレーションなどに従
事。その後、インターネット端末とサービス開発企業を
創業。経営・マーケティングコンサルタントとして、多く
の新企画・新システムを設計・施行。2012年から、大
学教員として経営システム工学分野の教育に携わる。専
門は、サービスシステム設計、企画・発想法。
早稲田大学理工学部工業経営学科卒（’83）、同修士課
程修了（’85）、早稲田大学商学研究科博士後期課程満期
退学、博士（商学）（’11:早稲田大学）。

◎研究指導／製品・サービスシステム研究
製品／サービスの顧客価値は、高い機能価値と同時に、利用者に感性価値
を提供することによって向上する。本研究では、主にサービス（コト：無
形の価値提供）の顧客価値を向上するシステムデザイン（機能設計、感性
デザイン）の研究を行う。一般的サービスのみならず、社会システム、経
営システムなどにおける無形の価値を提供するシステムに関して、システ
ム設計理論、品質管理、統計解析などの手法を活用し、理論・方法論・モ
デル構築などの研究を行う。

◎担当授業科目
プロジェクト研究演習、
商品・ビジネス企画設計、サプライチェーン・サービス設計

鬼頭 朋見　教授
KITO  Tomomi

理工学術院　教授
複雑な経済社会における価値創造の実現と持続に関する
さまざまな課題に対して、領域融合的なアプローチで取
り組んでいる。ビッグデータ解析、ネットワーク科学、複
雑系、シミュレーション、システム理論などを専門とし、
近年は主に、イノベーションエコシステム、知財システ
ム、サプライネットワーク、チームワークなどのレジリエ
ンスやサステナビリティと、それらを構成する組織や個人
の戦略の両方に焦点を当てた研究を進めている。
東京大学工学部精密機械工学科卒、同修士、博士課程
修了(‘07)、博士（工学）。

◎研究指導／価値創造戦略マネジメント研究
さまざまな不確実性やリスクのある状況下で、生産活動主体（企業・組織や
人々）が価値創造を実現し、その価値を持続発展させていくためには、多
様な主体同士が競争しつつも協力し合うシステムや仕組の構築が不可欠で
ある。また、それぞれの主体がとるべき戦略も一様ではない。本研究では、
個の多様性や関係の複雑性（ミクロ・メゾレベル）とシステム全体（マク
ロレベル）を繋ぐための理論や手法を習得し、さまざまな実課題について、
データ解析やモデル構築の実現を目指す。

◎担当授業科目
プロジェクト研究演習、
価値創造戦略論
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黄　茜　講師  
HUANG  Qian

◎担当授業科目
プロジェクト研究演習、
サプライチェーン戦略 

理工学術院　講師
グローバル・ロジスティクス・マネジメント（Global 
Logistics Management）に関する研究と教育に従事
している。製造、物流、販売における異なる機能の間で
のシームレスな「協働」システムの構築を実現するための
研究を進めている。同時に、全体の効率性と強靭性に焦
点を当て、貨物鉄道輸送を含むモーダルシフトの促進に
向けた研究も進行中。
西南交通大学交通輸送と物流学部卒（’07）、同修士課程
修了（’10）、早稲田大学創造理工学研究科博士課程修
了、博士（経営工学）（’22:早稲田大学）。

◎研究指導／社会システム・サービスマネジメント研究
サービスの多くは、人間の活動に依存する無形のものであることから、そ
のマネジメントでは可視化に基づく実証が重要である。様々な社会システ
ムやサービスの質向上や効率化を実現するため、当事者との議論を踏まえ
た指標構築やプロセス設計、データ収集、統計解析による実証を通した研
究指導を行う。

◎担当授業科目
プロジェクト研究演習、
社会システム・サービスマネジメント 

下野 僚子　准教授  
SHIMONO  Ryoko

理工学術院　准教授
品質管理を専門とし、医療や健康づくりなど、質や効率が 
ひとの判断や行動に大きく依存する業務について、業務
支援システムやアンケートによって収集されるデータ分析
をふまえ、エビデンスに基づく業務運営に資する研究を
行っている。対外的活動として、公的統計の作成プロセ
スの診断を行う統計監理官（総務省）なども務めている。
東京工業大学工学部化学工学科卒（’05）、東京大学大
学院工学系研究科化学システム工学専攻修士課程修了

（’08）、同博士課程修了（’11）、博士（工学）。
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牧　兼充　准教授  
MAKI  Kanetaka

◎研究指導／イノベーションとアントレプレナーシップ研究
イノベーションとアントレプレナーシップを研究領域とし、そのメカニズ
ムを探索するための実証研究を行う。具体的には、スタートアップや新規
事業創出プロセス、大学・企業・政策を横断するイノベーション・エコシ
ステムの設計などを主な対象とする。データ分析やフィールド実験などを
通じて、エビデンスに基づく意思決定の方法論を学び、経済的価値と社会
的価値を同時に創出する新たなビジネスや制度の構想力を養う。

◎担当授業科目
イノベーションとアントレプレナーシップ演習 

商学学術院 経営管理研究科　准教授
2015年カリフォルニア大学サンディエゴ校にて、博士（経
営学）を取得。主な兼職として、国立研究開発法人日本
医療研究開発機構監事など。カリフォルニア大学サンディ
エゴ校ビジネススクール客員准教授、スタンフォード大
学社会・環境工学科客員准教授、慶應義塾大学理工学
部訪問准教授などを歴任。専門は、技術経営、アントレ
プレナーシップ、イノベーション、科学技術イノベーショ
ン政策、フィールド実験など。著書に「イノベーターのた
めのサイエンスとテクノロジーの経営学」（単著、東洋経
済新報社）などがある。
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池田 和明  IKEDA Kazuaki

プロジェクト研究演習、企業経営論

船木 謙一  FUNAKI Kenichi

経営課題対応事例研究

堀井 秀之  HORII Hideyuki

イノベーション・デザイン

山田 篤史  YAMADA Atsushi

生産システム工学

客員教授

非常勤講師

教員の紹介
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膳場 百合子　教授  
ZEMBA  Yuriko

理工学術院　教授
専門は社会心理学で、組織と組織構成員と外部社会の関
係について、心理学的な観点から研究している。具体的
には、組織の不祥事に対する一般の人々の反応が文化
によってどのように異なるか、組織の信頼はいかにして
回復されるか、集団と個人の関係に関する認知が文化に
よってどのように異なるかなど、組織行動に関わるテー
マを研究している。
東京大学文学部社会心理学専修課程卒（’94）、東京大
学大学院人文社会系研究科修士、同博士課程修了、博
士（社会心理学）（’07:東京大学）。

◎研究指導／組織行動マネジメント研究
組織の不祥事に対する一般の人々の反応を研究する。一般の人々の反応を知
ることは、社会に受け入れられる組織を設計していく上で重要である。具
体的な研究としては、不祥事に対する一般の人々の責任判断、組織に対す
る信頼回復、組織内外の視点の違いがもたらす認識の乖離などを扱う。

◎担当授業科目
組織行動マネジメント演習

後藤 正幸　教授
GOTO  Masayuki

◎研究指導／経営情報学研究
マーケティング分析や戦略分析など、経営活動の諸問題を対象とし、経営
情報学的な視点に基づく研究を扱う。経営の諸活動における情報技術の活
用、並びに、日々蓄積される膨大な情報を分析して経営活動に役立てる技
術、それらの情報分析技術を正しく活用する方法論についても研究対象と
する。

◎担当授業科目
データサイエンスとマネジメント

理工学術院　教授 （兼担：経営システム工学専攻）
情報数理と経営工学の基礎研究分野をベースとしつつ、
東京大学助手時代よりビジネスモデル分野の研究に携わ
る。武蔵工業大学環境情報学部では、ITを活用した教
育、マーケティング分析、環境ロジスティクスなどの研
究活動に従事。専門は、情報統計・情報数理、経営情
報分析の基礎技術をベースとした経営工学、情報工学分
野の基礎と応用。最近は、インターネット時代のマーケ
ティング分析手法の開発や様々なネットマーケティングモ
デルの評価にも取り組む。
武蔵工業大学工学部経営工学科卒（’92）、同修士課程
修了（’94）、早稲田大学理工学研究科博士課程修了、博
士（工学）（’00:早稲田大学）。

◎研究指導／ヒューマンファクターズマネジメント研究
人間中心設計過程に基づく製品開発、ワークシステム設計を扱う。具体的
には、人間工学および人間生活工学に基づく商品企画、製品設計、ヒュー
マンエラー防止、人的生産性向上等の方法論を研究する。

◎担当授業科目
利用品質設計

理工学術院　教授 （兼担：経営システム工学専攻）
金沢工業大学教授を経て、現職。日本人間工学会認定
人間工学専門家。専門は、人間生活工学。生活者を視
座においた製品開発、生活設計、ワークシステム設計、
ヒューマンエラー防止のための技術開発に取り組む。家
庭、産業、社会などの人間の生活において、人が関わ
る人工システムの、人間・生活適合化の開発方法論研
究を行っている。
早稲田大学理工学部工業経営学科卒（’80）、同修士、博
士課程修了、博士（工学）（’91:早稲田大学）。

小松原 明哲　教授
KOMATSUBARA  Akinori

鹿島建設（株） 
エンジニアリング事業本部  次長

赤木 宏匡  AKAGI Hiromasa

ファシリティプランニング

（株）関通  システム開発本部長

伊津見 一彦  IZUMI Kazuhiko

サプライチェーンのシステムと技術

荒川区産業経済部経営支援課 産学連携上級主任
推進員、（一社）日本システムデザイン学会 理事

牛山 博文  USHIYAMA Hirofumi

イノベーション創出思考法

（株）トリドールホールディングス
執行役員 兼 CSCO・SCM本部長

梶野　透  KAJINO Toru

サプライチェーン変革

スポーツサイエンス総合研究所（株）
代表取締役社長兼エグゼクティブフェロー、
ゼビオホールディングス（株）  副社長執行役員

近野　泰  KONNO Yasushi

技術経営論、先端技術産業分析  他

立命館大学大学院 
テクノロジーマネジメント研究科  教授、

（有）バリューマネジメント研究所  取締役・所長

澤口　学  SAWAGUCHI Manabu

プロジェクト研究演習、
価値・コストエンジニアリング

Nike Japan 合同会社
Supply Chain本部  Logistics Director

澤田 和也  SAWADA Kazuya

ファシリティプランニング

日本アイ・ビー・エム（株） 
IBMコンサルティング事業本部 パートナー

瀬良 征志  SERA Seiji

プロジェクト研究演習

NAX JAPAN株式会社 シニア・フェロー  

出口 幸之進  DEGUCHI Konoshin

ファイナンス・投資戦略論

（株）野村総合研究所   
グループマネージャー

中川 隆之  NAKAGAWA Takayuki

技術経営論、 
技術アライアンスマネジメント  他

（株）日本能率協会コンサルティング
シニアコンサルタント 参事  RD&E統括

細矢 泰弘  HOSOYA Yoshihiro

製品開発マネジメント概論

Trust and Creative Confidence 代表

松浦 貴志  MATSUURA Takashi

プロジェクト研究演習

PwCコンサルティング合同会社 
上席執行役員

三山　功  MIYAMA Isao

Customer Relationship Management 
and Customer Experience Design

東海大学  政治経済学部  教授

八木 英一郎  YAGI Eiichiro

経営計画分析技法

ワールドモードホールディングス（株） 顧問

山内 秀樹  YAMAUCHI Hideki

プロジェクト研究演習、
グローバル・サプライチェーン・マネジメント

（株）リコー 
リコー経済社会研究所  主席研究員

遊佐 昭紀  YUSA Akinori

環境調和型生産システム
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修士課程

博士後期課程

原則として3学年以上在学。指導教員の行う研究指導を受けたうえ、博士論文の審査および試験に合格しなければなりません。 

講義科目は１時限100分で、合計7時限をもって1単位とします。

本修了要件は、2025年4月以降の入学者に対して適用されます。 

	□平　日 ：	 午前２時限 （8:50～10:30、10:40～12:20）.
	 午後３時限 （13:10～14:50、15:05～16:45、17:00～18:40）

	□土曜日 ：	午前２時限 （8:50～10:30、10:40～12:20）.
	 午後３時限 （13:10～14:50、15:05～16:45、17:00～18:40）

修
了
要
件
・
開
講
時
間

修了要件

開講時間

履修プログラム 必要単位等

一般履修プログラム

社会人特別履修プログラム

2学年以上

1.5学年以上

一般履修プログラム、社会人特別履修プログラムともに
「合計30単位」を取得し、以下の要件を満たすこと。

◎演習科目14単位
（研究指導演習12単位、プロジェクト研究演習2単位）
◎修士論文の審査に合格

修士学位取得のための
必要在籍期間

講義科目は１時限100分で、合計7時限をもって1単位とします。
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修士課程 博士後期課程

授与学位 修士（経営工学） 博士（経営工学）

履修プログラム
および標準修業年限 一般履修プログラム：2年制 社会人特別履修プログラム：1.5年制 ̶

主な入試制度
・一般入試（外国学生含む）
・特別選考入試（1）

・推薦入試

・一般入試（社会人含む）
・推薦入試

・特別選考入試（1）

　社会人特別履修プログラム生（2）

◎履修プログラムと入試制度

（1） 特別選考入試は、社会人、奨学生等が対象となります。詳細な出願条件は入試要項にてご確認ください。
（2） 実務経験５年以上を要します。詳細な出願条件は入試要項にてご確認ください。

【経営デザイン専攻 Web ページ ＞ 入試情報】
https://www.bdm.waseda.ac.jp/admission/

【理工学術院 Web ページ ＞ 入試情報 （修士課程・博士課程）】 
https://www.waseda.jp/fsci/admissions_gs/

履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
入
試
制
度

履修プログラムと入試制度

アクセス・お問い合わせ

西早稲田キャンパスへのアクセスJR山手線
西武新宿線
地下鉄東京メトロ副都心線
地下鉄東京メトロ東西線

西早稲田キャンパス

保善高校入口

馬場口

地下鉄高田馬場駅

地下鉄

高
田
馬
場
駅

西早稲田駅

早大理工前バス停

公
園
内
遊

歩 道

至 

東
新
宿

明
治

り
通

Olympic

諏訪通り

ビックボーイ早稲田店

戸山公園

保善高校

海城高校

区立新宿
スポーツセンター

戸山高校

新宿区立
中央図書館

西早稲田
中学校

学習院女子大学

BIGBOX高田馬場

至 

新
大
久
保
・
新
宿

ピーコックストア

早稲田ゼミナール

新宿諏訪町郵便局

セブンイレブン

オレンジコートショッピングセンター

新宿コズミック
センター

早稲田通り

51号館

◎電車で

JR山手線
地下鉄東京メトロ東西線
西武新宿線

高田馬場駅下車　徒歩15分

JR山手線 新大久保駅下車　徒歩12分

地下鉄東京メトロ副都心線 西早稲田駅下車　出口3（早大理工方面口）
がキャンパスに直結

地下鉄大江戸線 東新宿駅下車　徒歩15分

◎バスで

都バス 早大理工前下車　徒歩3分
（池86）池袋駅東口→渋谷駅東口
（早77）新宿駅西口→早稲田
（高71）高田馬場駅前→九段下

お問い合わせ

早稲田大学大学院 創造理工学研究科 経営デザイン専攻
〒169-8555 新宿区大久保3-4-1　tel. 03-5286-8042　e-mail：office@bdm.waseda.ac.jp

https://www.bdm.waseda.ac.jp

https://www.bdm.waseda.ac.jp/admission/
https://www.waseda.jp/fsci/admissions_gs/
mailto:office%40bdm.waseda.ac.jp?subject=


w w w.bdm.waseda.ac.jp
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早稲田大学大学院 創造理工学研究科
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